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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 

 
環境省は、人の生殖機能に悪影響をもたらす内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）の毒性を調べ

る環境リスク評価計画を見直します。 

リスク評価対象の化学物質を見直すほか、「神経毒性」や「免疫毒性」を追加するかどうかが焦点と

なります。 

現行計画の「環境ホルモン戦略計画 SPEED９８」は、６５種の化学物質がリスク評価の対象で、魚類と

ほ乳類を用いて生体への影響を調べたところ、この中の２物質が環境ホルモンとほぼ特定されてい

ます。 

魚類への影響評価により判明したもので、合成洗剤などに含まれていた「ノニルフェノール」「４－ｔ

－オクチルフェノール」です。しかし現在では業界の自主規制により使用されていません。 

今後、リスク評価対象物質を増やすかどうかについては、「神経毒性」「免疫毒性」の２つの点から検

討する可能性が高いとされています。 
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